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国際ロータリー第 2620 地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2021 年 11 月 5 日（金）Ｎo.15 

 

例 会 第１４３３回 通常例会/小杉苑 

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：村松章典君 

■ 会 長 挨 拶          竹田敏和君 

本日よりやっと通常の例会に戻ります。7 月 16 日

の例会以来です。県の警戒レベルもレベル 2と安

定しています。ただ、食事の時も会話にはできる

だけ気を付けていただき、感染対策に注意をしな

がら例会運営をさせていただきますので、皆様の

ご協力を引き続きお願いいたします。 

 2015~16 年度、内山会長のもと幹事を務めさせ

ていただきました。当時は、静岡第 5 分区に属し

ていまして、静岡西ロータリークラブの三井ガバ

ナー補佐のもと、2016 年 3 月 5 日にホテルセンチ

ュリー静岡で IM が開催されました。その年は、5

分区に所属する 9 クラブが「我がクラブ自慢」を

発表するということでした。内山会長と相談して、

当クラブでは会員旅行を取り上げることにしま

した。藤枝南クラブでは毎年、会員旅行を行って

いますが、他のクラブでは周年行事として行うぐ

らいで毎年行っているクラブはありません。桑原

会員が「我がクラブ自慢」を発表してくれました。 

その主旨は、 

 初代富澤会長の言葉「エンジョイロータリー」

「まずはロータリーを楽しもう」ということから

会員親睦旅行が生まれ、また、企業を続ける 3 要

素に 

・企業が健康であること 

・自分自身が健康であること 

・家族の理解と支えが必要であること 

この 3 要素は、会社だけでなくロータリー活動に

もつながるものであり、家族に感謝の気持ちを伝

える機会を積極的に設けていこうということか

ら、藤枝南クラブでは夜間例会も会員旅行も夫婦

同伴で行っています。と発表してくれました。 

 本日の理事会に今年度の会員旅行(案)を上程

させていただきました。昨年、松浦年度において

出雲への旅行を計画されましたが残念ながら実

現できませんでした。私も、何年か前に所属して

いる志太木材協同組合の研修旅行で行ったこと

があります。もう一度機会があったらと思ってい

ましたので、来年 5 月 28(土)，29(日)の一泊二日

で出雲への会員旅行を計画させていただきまし

た。出雲大社、松江城、玉造温泉、足立美術館と

回る予定です。30 周年の分まで皆さんに楽しんで

いただけるように基金からも援助をいただき参

加しやすいように計画させていただきました。一

人でも多くの方が、そしてできればご夫婦での参

加をお願いしたいと思います。 

 

■ 出 席 報 告          佐野博己君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

43／51 84.31％ 48／51 94.11％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君○池ヶ谷君○伊藤彰君○江﨑君○川口君

○笠原君○桑原君○渡辺哲君 
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(１)メークアップ者 

佐野博己君（島田） 古川賢吾君（地区） 
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欠席連絡は、前日までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        佐野博己君 

・本日から通常例会となります。皆さん気をつ 

けながら エンジョイロータリー！  

竹田敏和君 

・11 月 3 日産業功労で市長表彰を受章しました 

 多数の方からお祝いの言葉を掛けていただき 

 有難うございました。     朝比奈潔君 

・誕生日プレゼント有難うございます。23 日で 

 後期高齢者となります。先日、恒例となって 

 います法多山詣でに行ってきました。あの 

 急勾配の階段を今年もイッキに登る事ができ 

ました。体力では、若い人にまだまだ負けま 

せん。            伊藤恒夫君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

す。36 年経ちました。     稲葉俊英君 

・63 才になりました。お誕生プレゼントありが 

とうございます。11 月 26 日の結婚記念日は 

2 人で食事に行く予定です。  鈴木寿幸君 

・家内のプレゼントありがとうございます。 

                富澤賢一君 

・誕生日、結婚記念日、妻誕生日 毎年 

 ありがとうございます。    鈴木健夫君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

す。もう少しガンバってみます 渕脇一啓君 

・結婚記念日のプレゼントありがとうございま 

した。            中山恵喜君 

・妻のプレゼントありがとうございます。 

 南ロータリーの皆様と両親に感謝して 

 これからも宜しくお願い申し上げます。 

                佐野博己君 

・妻の誕生日、結婚記念日プレゼントありがと 

うございます。        村松章典君 

スマイル累計額  ３７５，０００円 

■ 会 員 卓 話                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中村博史君 

昭和４５年６月 10 日 藤枝で祖父が営むコーク

ス、ガス等の燃料を扱う「中村商店」の７人兄

弟の次男の父、勝と母、里美の長男として生ま

れました。私が生まれた頃には、独立して配管

工事業を始めていたようです。 

独立して配管工事を始めたのも、実家の商店は

長男が後を継ぐことが分かっていて、実家の商

売の舵取りもうまくいっているとの判断で、本

人は関連する配管業を立ち上げました。 

ガスの配管から水道、下水、排水、浄化槽と、

徐々に工事の幅が広がり、少しずつお客様の数

も増えて現在に至っております 

私は、小学校は青島小、中学は青島中です。当

時マンモス校で中三の時に青島北中と分かれま

した。小学校２年から高校までサッカーに明け

暮れる毎日でした。月曜の休み以外は毎日ボー

ルを蹴っていました。サッカーを通して、今の

自分の人格形成が作られていったと思います。 

地獄のような練習や理不尽な慣習、上下関係

等、おおよそ社会で必要な基礎をサッカーによ

って勉強させていただきました。 

勉強そっちのけで、サッカーばかりの生活もそ

ろそろお終いかなと、サッカーやらなければ入

れない大学は遠慮させてもらい（サッカーやら

なければどこにも入れないのですが）、横浜の専

門学校に入学しました。しかし、ずっと暇も無

く忙しい生活が板につき、授業以外の時間を自

分で考えて行動することができない私は、退屈

で仕方がなくなりだんだんと学校に魅力を無く

していきました。 

そんな時、今の妻とお付き合いをしていて、妻

が静岡で就職していたのもあり、遊び呆けてた

から、そろそろ静岡で真剣に生きようかなと決

意して途中で静岡に帰ってきました。 

帰って来る前から、静岡に帰ったらすぐに同業

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

44 44 0 8 
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社を紹介してもらって、５年位勉強して父の商

売をやるつもりで相談すると、「馬鹿いうじゃな

い、すぐ家で働け」ということで、すぐに働き

始めました。 

当時の仕事環境を振り返ると、四，五人の大人

（老人含む）と毎日現場に行って帰ってくる。

いつも大体同じ人と顔あわせてやってくのかな

と考えはじめたら、仕事は覚えても自分が小さ

くなっちゃうなって感じました。自分が楽しく

なるためには、自分で環境を変えなければと思

い始めました。そのためには、自分が人を集め

てなければと動きました。若い自分の仲間がた

くさんいればいろんなことを吸収できるし、刺

激になるし、毎日楽しくなるかなって思い始め

て仲間を少しずつ会社に引っ張ってきました。 

いつしか、「自分の会社のサッカーチームを作り

たい」と夢をもって頑張ってきました。 

フットサルくらいはできるぐらいになったので

しょうか。 

自分の会社の人たちに毎日いろんなことを教え

てもらえます。一人一人が教科書であり、先生

であり自分を映す鏡であったり。 

会社は社長の器にしかならないと言います。 

今の会社が等身大の自分かなって改めて思った

りします。 

ロータリアンの諸先輩をお手本にして、人の器を、

小鉢から大鉢になれるよう日々頑張っていきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平原望君 

今回は自己紹介“私が目指すところ 環境に絡め

て”というテーマでお話します。 

私は、排水処理施設 特に浄化槽の維持管理を主

な生業としておりますので、常に如何にきれいな

水を自然環境に循環させるかということを命題

の中心に置いて業務に取り組んでいます。 

私の取組の核となる考え方でバイブルとなるの

がこの『トイレは世界を救う』という本です。著

者は、ジャック・シムというシンガポール人起業

家で、たった１人で WTO 世界トイレ機関という

組織を作り、“臭い物に蓋をせず、笑いに変える”

をモットーとして国連やビル・ゲイツが賛同協力

して、エリザベス女王も認めたトイレ普及活動を

世界的に実践・拡大している人物で、ミスタート

イレと呼ばれています。 

ただ、WTO といえば一般的には世界貿易機関で

あり、クレームが来たり訴訟を起こされなかった

のかと思いますが、大丈夫だったようです。 

２０１３年には、国連により“世界トイレの日（毎

年１１月１９日）”を制定するに至っております。 

更に、２０１５年９月の国連サミットで採択され

た、国連加盟国が２０３０年までに達成する為に

掲げられた持続可能な開発目標１７項目、いわゆ

る SDGs の６項目目にも、“安全な水とトイレを

世界中に”が高々と掲げられております。 

もっと言いますと、国際ロータリーがグローバル

補助金によって実施される奉仕活動の７つの重

点分野の１つにも、“水と衛生”があります。 

僭越ながら、有無をいわず私のライフワークの指

針となります。 

この本に掲載されているトイレにまつわる幾つ

かのデータをご紹介いたします。 

データ自体が、６～７年前のものであることをご

承知ください。 

◎平均的に、人は１年に２５，０００回トイレに 

行く。 総合すると、人生のうち約３年間トイ 

レにいる計算になる。 

◎世界人口の５４％、約４２億人が安全で整備さ

れたトイレ・公衆衛生環境に置かれていない。 

◎汚染水が改善されれば、入院患者が半減する。 

 発展途上国での病院ベッドの５０％は汚染さ

れた水を原因として病に倒れた人によって埋

まっている。 

◎飲料水、トイレ、公衆衛生の問題を解決すれば、

世界の病気の１０％を減らすことが出来る。 

◎現在、世界人口の１５％が屋外排泄している。 

女性とトイレに関して言うと 

◎世界中の女性の３人に１人が、安全なトイレ環

境が無い為に病気やハラスメント、レイプなど

の危険にさらされている。 

◎約５億３，０００万人の女性は、戸外のトイレ 

に行くことのほかに、選択肢がない。 

◎毎日１，４００人以上の母親が、下痢が原因で

子供を亡くしている。 
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この下痢は、安全で清潔なトイレと水が無い為

に引き起こされている。 

学校とトイレに関して言うと、 

◎最貧国、低所得国では４５％の学校しか十分な

トイレ施設を備えていない。 

◎ケニヤの学校での、水・トイレ公衆衛生を向上

させるプログラムは、下痢による病気を半分に

減らした。 

投資とトイレに関して言うと、 

◎水洗トイレは世界で最も安い薬 

 世界で最も重要な医療技術は何か?というアン

ケートで、水洗トイレが１位に選ばれた。 

 予防注射・レントゲン・手術・ワクチンなどを

抑えて、ダントツである。 

◎トイレに１ドル投資すると、労働力の安定確

保・労働生産性の向上等もあって、リターンは

４．３ドルと言われている。非常にハイリター

ンの投資対効果である。 

ではこのミスタートイレが、どの様にトイレの重

要性を世界に普及させてきたかをお話しします。 

もし、ミスタートイレがビル・ゲイツさんなら、

ポンとお金を出して世界中に１０億個のトイレ

を作ってしまい一件落着となるかもしれません

が、そうはいきません！！ 

強いやる気さえあれば、誰でもできる活動でなけ

ればなりません。それは、ムーブメントを作り

人々をどんどん巻き込んでいくことです。 

ミスタートイレは、幸い本家世界貿易機関からは

訴えられなかった世界トイレ機関というインパ

クトのある組織を立ち上げ、トイレ普及活動のス

タートを大々的に宣言して、それ以降４年に１度、

世界各地で世界トイレサミットを開催していき

ます。そういったニュース性の高い活動を発信す

ることにより、メディアが食いついてきます。 

メディアがこぞって発信すると、メディア露出を

好む政治家や著名・有名人も食いついてきます。

このことは更に官僚・政府を動かします。 

そして学会・NGO・企業が呼応して、トイレ普及に

関する具体的な事業が世界各地で実現します。 

この一連のムーブメントは、世界トイレの日を制

定するに至った様に国連が全面的に支持してお

り、さらにはユニセフ、ビル＆メリンダ・ゲイツ

財団、その他世界各国の巨大企業の支援も受ける

に至っており、ついには映画化もされてしまいま

した。 

ちなみにビル＆メリンダ・ゲイツ財団は、世界ト

イレチャレンジという活動を行っており世界で

最も安全で低コストのトイレを開発に貢献した

人に、２．５億ドルを支払うとしております。こ

ちらはカリフォルニア工科大学がゲットしたよ

うです。 

世界的トイレ普及活動におけるインパクトのあ

る事例をご紹介します。 

インドでは、２０１３年に国連で世界トイレの日

が制定された翌年の２０１４年に、モディ首相が

１．１億個のトイレを作ると公約しました。人類

史上最大のトイレプロジェクトです。 

中国のターニングポイントは、２００８年の北京

オリンピックです。もしトイレが整備されなかっ

たら、北京オリンピックの成功は無かったです。 

確かに昔の中国のトイレは、トイレと言って良い

のか、酷かったですね。“ニーハオトイレ”といっ

て、仕切も無くて丸見えです。 

観光大国でもある中国が、きれいなトイレなくし

て観光業は成り立たないと、国家威信をかけてト

イレ美化に突き進んでおります。“トイレ革命”だ

そうです。 

この様な世界的なトイレ普及のムーブメントは、

私自身にも大いに刺激を与えてくれております。 

日本のトイレは最高だと称賛されていますし、実

際にそうであると思います。 

ただそれは、日本のトイレ技術が勝因なだけでな

く、トイレ文化こそが日本の素晴らしいソフト・

パワーだと思います。 

トイレを取り巻く社会・文化・トイレに対する水

準・期待値―すなわち、次に使う人のことを考え

る気遣い、清潔にしよう、丁寧にものを扱おうよ

といった気持ち。 

こうした、日本人にとっては空気のように当たり

前だと思われていることが、最大の強みだと思い

ます。 

私は今後の人生において、この日本の最強輸出資

源であるトイレ文化を、世界の最もトイレ普及率

の低い地域に広めることの一端を担えれば幸せ

だと思っております。 

ビル・ゲイツさんに２・５億ドルをもらって、は

たまた日本の ODA 枠をゲットすることにより、日

本の最高水準で最先端の技術に加え、更に低コス

トのトイレを引っ提げて、アフリカの、そうです

ね、トーゴ共和国あたりにでも日本のトイレ文化

とトイレ技術を輸出できればな～っと、勝手に夢

見たりしております。 

そのためにも、私自身まだまだ勉強し、仕事を頑

張ってゆかねばなりません。 
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頑張ります！ 

最後に１点お話しします。 

昨日、残念で悲しい訃報が飛び込んできました。 

秋篠宮妃紀子様のお父様 川嶋辰彦さんが亡く

なりました。 

川嶋さんは私の高校の大先輩です。 

学習院大学で教授をされていましたが、学生さん

を引率してタイ北部山岳地帯においてボランテ

ィアで給排水施設の整備に尽力されていました。 

素晴らしいことです！僭越ながら正に、私の目指

すところです！！ 

最大限の敬意を表し、心よりお悔みを申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言        伊藤恒夫君 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の一押しは、我が家の母ちゃんです 

私の仕事の補助をして、家事の全てを、こなし

てくれています 

母ちゃんはまさに、我が家の二刀流です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

11/12(金) 

第 1434 回 
外部卓話 小杉苑 

11/19(金)  

第 1435 回 
交流例会 小杉苑 

11/26(金) 

第 1436 回 
早朝例会  

12/3(金) 

第 1437 回 
クラブ年次総会 理事会 

おめでとうございます！ 
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